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⼤阪ガスの本荘でございます。

本⽇は、お忙しいところ、当社の決算説明会にお集まりいただき、
ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解とご協⼒を賜り、厚く御礼
申し上げます。
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決算のご説明の前に、上半期の振返りについて、少しお話しをさせて
いただきます。
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ご承知のように、今年の4⽉よりガス⼩売の全⾯⾃由化がスタート致しました。新
たに⾃由化された⼩⼝分野において、現時点までに20万件以上のスイッチがあり、
⼤変厳しい状況だと認識しています。⼀⽅で電⼒⼩売供給件数が累計約50万件
となったことは、⼤きな成果であると考えています。

当社では、お客さまに選ばれるためには、「ガス・電気の料⾦メニュー」、「⾼品質な
安⼼安全」、「暮らしのワンストップでのサポート」のトータルでのサービスが重要である
と考え、その充実を図る取り組みを⾏っております。

「料⾦メニュー」に関しては、4⽉よりガスの⾃由料⾦のメニューとして、「もっと割料
⾦・あきない割料⾦」を新設致しました。「もっと割料⾦・あきない割料⾦」への加⼊
は順調に進捗しております。
また、8⽉には昨年よりご提供しております「⼤阪ガスの電気」の電気料⾦の値下

げも⾏いました。現在も電⼒の獲得ペースは引き続き堅調に推移しております。



また、さらなる「⾼品質な安⼼・安全の実現」に向けて、8⽉には、
ＩｏＴ対応の省エネ給湯器「エコジョーズ」を発売しました。スマート
フォン専⽤アプリで、⼊浴⾒守りやヘルスケア管理など、より「スマートで
安⼼・快適な暮らし」を実現する新たな機能やサービスを追加していま
す。
9⽉には、通信を利⽤して、24時間365⽇ガス漏れや⽕災を監視

したり、ガスのご使⽤状況を電話やメールでお知らせするサービス「みる
ぴこ」を発売しました。

「お客さまの暮らしのサポート」に関しては、2016年度から実施して
おります、⽔まわり修理やエアコン修理、ハウスクリーニングなどをワンス
トップでお届けする「住ミカタ・サービス」に加え、⽉々の定額料⾦をお
⽀払いいただくことで、「住まいトラブルの駆けつけサービス」と「暮らしの
サポートサービス」を提供する、「住ミカタ・プラス」を4⽉から新たに開始
しております。

また、⻑期ビジョンで掲げているお客さまとの延べ契約件数であるお
客さまアカウントの最⼤化に向けた活動に注⼒致しました。既存顧客
のガスの離脱はありましたが、それを上回る新規のガスや電⼒の契約、
エネファームの販売や、らく得保証、安⼼安全サービスなど各種サービ
スの契約を獲得することで、お客さまアカウント数は、上半期で8万件
増加しています。

引き続き、Face to Faceのチャネルを中⼼に、お客さまとのコミュニ
ケーションを⼤事にしながら、お客さまアカウントの最⼤化に努めたいと
考えています。
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中⻑期ビジョンの柱の⼀つである成⻑投資につきまして、上半期の累計投資実⾏
額は342億円となりました。
内訳は、国内エネルギ―事業142億円、海外エネルギー事業126億円、ライフ

＆ビジネス ソリューション73億円となります。
国内エネルギー事業では、主に中⼭名古屋第⼆発電所や印南⾵⼒発電所等

の発電事業に投資致しました。なお、中⼭名古屋第⼆発電所は9⽉に稼働開始
しております。
海外エネルギー事業では、主に参画済みのフリーポートプロジェクトやイクシスプロ

ジェクトの完⼯に向けた投資を進めております。
ＬＢＳ事業では、主に都市開発事業への投資を⾏いました。
また、上半期に新たに投資の意思決定を⾏った案件として、9⽉には千葉県市原

市におけるバイオマス発電所の事業化の決定や、川崎市扇島地区における都市ガ
ス製造および供給の新会社の設⽴を決定致しました。
10⽉には、オージス総研が、株式会社アグニコンサルティングの全株式を取得致し

ました。
引き続き、成⻑のための投資を進めてまいりたいと考えています。
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こちらのページには、上半期にプレスリリースを⾏った主な案件を掲載しております。

これからますます競争が激しくなると予想される中、厳しいながらも確実に将来への
布⽯を打つことが重要だと考えています。⻑期ビジョンで掲げた 「Going Forward 
Beyond Borders」を着実に実践し、 時代を超えて選ばれ続ける⾰新的なエネル
ギー＆サービスカンパニーを⽬指していきたいと考えています。

それでは、第2四半期の決算のご説明に移らせていただきます。
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7ページをご覧下さい。こちらに決算のポイントをまとめております。
2018年3⽉期 第2四半期は、増収・減益の決算となりました。
売上⾼は、電⼒事業での販売量が増加したことや、スライド影響等から、

前年と⽐べて9.8％増収の5,846億円となりました。
経常利益は、スライド差益の減少により、ガス事業粗利が減少したこと等から、

前年と⽐べて27.3%減益の364億円となりました。

ガス販売量について、家庭⽤は、春先の気⽔温が低く推移したこと等から、
前年を2.5％上回る7億6,500万⽴⽅メートルとなりました。
業務⽤等は、お客さま設備の稼働の増加や需要開発が進んだ⼀⽅で、発電⽤

需要の減少、発電設備の⾃社電源化に伴うガス販売カウント⽅法の変更等により、
前年を0.6％下回る32億300万⽴⽅メートルとなりました。

連結の電⼒販売量については、卸・⼩売の販売量が共に増加したことにより、前
年を17.8％上回る50億2,200万kWhとなりました。
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次のページに、ただ今ご説明しました ガス販売量実績、電⼒販売量
実績をまとめております。
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9ページには、決算数値をお⽰ししています。
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資産・負債項⽬や、主な財務指標の実績は、ご覧の通りです。
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成⻑投資の進捗は、冒頭で申し上げましたとおりです。
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12ページにはセグメント別実績を掲載しております。
「国内エネルギー・ガス」のセグメント利益は、前年同期のスライド差益の

反動などにより、前年より188億円減少の134億円となりました。
「国内エネルギー・電⼒」のセグメント利益は、電⼒販売量の増加などに

より、前年より10億円増加の94億円となりました。
「海外エネルギー」のセグメント利益は、北海油⽥における持分法による

投資利益が増加したことなどにより、前年より34億円増加の18億円となり
ました。
「ライフ＆ビジネス ソリューション」のセグメント利益は、不動産事業での

増益などにより、前年より9億円増加の78億円となりました。
13ページ以降には、売上⾼・経常利益について、前年差異の要因分析

資料等を付けておりますので、後ほどご覧下さい。
なお、2018年3⽉期の業績⾒通しにつきましては、4⽉発表時から変更

はございません。
以上で、2018年3⽉期 第2四半期決算についてのご説明を終わらせて

いただきます。
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